
るのではなくヲ自

社会的事象を見つ

こととしてとらえう分かろう

直しヲ「聞い」をもっ。この「問
けば，子どもは社会的事象を他人事のよう

とする。自らの知識や体験，学習内容を活用

い」を解決したいと考えるであろう。

またち社会的事象と自分との関わりを整理することで，より「問い」をもちやすくなるの吋な

いだろうか。さらには社会的事象とのか1ゆりが明確でない子どもがヲ関わりを明確にして授業に

向かうことで追求する意欲が高まると考えられる。 －）、一人が「問いJをもつためにヲ一人一人が

社会的事象と自分との関わりを明確にしなければヲ知識や体験は活用できない。そう考えるとっ「問

しながら，自分と社会とのつながりを模索し，社会的事象との関わりを明確にするふりし三」

りを行っていかなくてはならない。

附属学校国社会科では今次のような方法で目指す子どもの姿に迫ろうと考えている。

。子どもが自分のくらしや生き方につながっていると感じる単元を貫く課題を設定する。

。子どもが「間い」を創造し続けるよう，課題解決の過程でも常に社会的事象に向き合えるよう体験を取り入

れたり，資料の工夫をする。

。単元の節目にヲ社会的事象と自分との関わりに気付きq 深めるためのふりかえりを実施しラ子どもの見取り

をする。

単元を貫く課題や毎時間の課題はヲ野外調査などの体験活動やヲ史料，統計資料などとの出会い

などから子どもの疑問を引き出しヲ学習指導要領の目標を踏まえ整理して設定していく。また教師

氏子どもの課題解決の過程においてもヲ社会的事象に出会う仕掛けをしラその社会的事象を通ト

仁子どもに社会を見せる工夫が必要である。子どもが社会的事象を通して，自分に関わりある社

を見てこそヲ課題は「開い」に変容し，自ら理解しようとすると考える。そして，子ども

的事象をある観点で、見た持の社会eを予想し9 別の観点で見ることができる体験や資料を用意するこ

とでq さらに「間い」をもちヲ社会のしくみをより広く深く探求できると考える。

すべての子どもが学習していく中で，社会的事象と自分との関わりを理解しているか教師が確認

するのまた9 社会的事象と自分との関わりが目標や内容に適しているかを判断する。方法として，

りふえりの仕方を検討することが必要となる O もちろん目標に対する教師のふりかえりは子ども

に使うためにも大切でありヲ一干どもにとっても自分がどれだけ目標に迫ることができた

といろ到達度を知ることは大事である。しかし9 今回のふりかえりにはラそれらに加えて社会的事

と自分との関わりに気付き q 深める要素を盛り込む必要がある。目標を吟味しヲ社会的事象と？

関わりに気付きヲ深めることができればヲ子どもは自然に「開い」をもつようになる。それはヲ社

に生きる子どもたちの経験知や体験知，新たな学習内容が活用できるからである。

最後にq 社会的事象には‘一つの姿や法則などにまとめられない複雑さがある。社会に生きると

いう営みは9 その時，その：場所で生きている人々がヲ状況に応じた解決策を導き出してき

る。そこに根付いて生きる人々の努力と工jミを：担保：してり資料をもとに探求していくことヲ

i 吋 E

＆＿＞ 令 ζ

が出ないことを子どもたちが教室やイ也のブイールドで考えていくことにq 社会科の楽しさ

（文責岡田昭彦j
えている。

一一つり一－,J.:', 

人の生；j曹控意識した体験活動 e 肱轍盛過し光学uc：歯「い4こより，
臨錦、t:枇重量的つ聡がり応ついでの観付曹聾言語則的硝子とも

一小学3年 もっと知り ¥ ! くらの住む町 松江市の実践がらー

単売のねらい

松江市の特色ある様子が見られる場所にげついて，；地形や土地利用， 主

建物の様子ヲ人の様子ラ古い建造物などを地形的な条件や社会的な条件に着目し がら調査し9 場

所によって特色や遣いがあることとヲ その理由について考 ることができる。

2 撮畿の構想

( 1）子どものとらえについて

以下に示すふりかえりはラ前単元の学習（附属小学校周りの探検）

習を振り返って書いた文章である。

のまとめとしてγ 児童A

ふぞく小学校のまわりをたんけんしてq たくさん気づ、いたことがあります。一束のほうは人通りの多いところで， INのほう

は少なかったです。広い道路だと車がたくさλノ通うていてヲ新しいたてものやお店？］＇多いことがわかりました。

ベり止めみたいな，石のようなものがありました。昔からの家が多いところは細い道ゃうらの道みたいなところでしたο 古

い井戸もみつけました。でもどうしてう家が多いところは道がせまかったんだろう。調、べてみたいです。またちがうところ

に行ってみたいです。 （児童A)

前単元の学習で、は酎属小学校の周りの様子をとらえるため，町探検をしながら松江市の町並みの

様子を地図にまとめてい〈活動を行った。この学習の中で子どもは，附属小学校の周りには交通量

が多くヲたくさんの店が並んでいるところ，神社や井戸9 酒蔵など古くからある建物が残也ってい

て，住宅がたくさんあるところを見付けた。見付けた町並みの特徴について話し合っていく中で9

方角や場月！？によって町の様子に特徴があることも子どもが見付けることができた。また，店が集中

している地域は道路が広く交通量が多いことや家が集中している地域は道路がせまいというよう

にヲ社会的事象と関連付けて考える子どもの姿も少しずつ見られるようになってきた。しかしう現

段階では場所による違いをとらえながらも，なぜ：場所ごとに違いがあるのかというような理由を具

体的に考えたりヲ多面的に考えたりすることが難しい子どももいる。そこで，本単元でも町探検と

いう実感を伴う体験やq 互いの考えを出し合いう見付けた事実をつなげた札比較したりする し

合い活動を繰り返して行う。このような活動を通して社会的事象をより具体的ラ多面的

自分で新たな開いを見いだしラ探ろうとする姿が期待できると

(2）本単充の内容と社会科で考える追求する袈との関わりについて

本単元では前単元の小学校の周りの様子を調べる学習から範囲を広 白

ついて調査したり 9 白地図に町並みの様子をまとめたりする。この

所 よって違いがあることを考える。松江市は南北に山田部が広がりヲ東西

る。広く平らな土地が広がる田んぼが多い地域や，実通網の便利さから

どもある。駅周辺や市街地は特に交通が発達しておりー場所ごとによる町並

りやすい。また，店や住宅が集まる地域が分かれており， 人7)f集まるところと人が住

ろといったヲ人々の土地利用や生活もわかる。子どもたちにとっては普段の生活て、は行っ

〉 昼 吋ぇ。

いるとこ

ことも

な ると予想されるc 前単元で学習した附属／！

く違う地域もあり，本単元は子どもにとっ

り

な発見が多くヲ

と比べても9 町並みの様、

しやすいと考える。
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そこで，本単元でも高いところから松江市を眺める活動や9 町探検ヲ見付けた事実を場所ごとや

身近な地域と比較する話し合い、活動を単元の構成に入れる。実際に見て，調べる体験を積み重ねる

ことでヲ場所ごとの様子の違いについて問いをもちラ自ら追求しようとする力を身に付けることが

できる。またヲ単元計画の中に話し合い活動を設定することでヲ普段の自分の生活と照らし合わせ

ながら場所ごとの様子について考えたり，資料や体験をもとに根拠をもって自分の考えを伝えたり

する力を伸ばすこともできる。そして，社会的事象と自分との関わりに気付き，社会的事象を自分

のこととして，追求しようとする力を身に付けることができるだろう。

(3）一人一人が聞いをもち追求する盗を生み出すための手立てについて

本単元を展開するにあたってヲ「なぜこの場所はこんな様子なのだろうJといった問いや「こん

な理由があるからだろう」といった人々の土地利用や生活を根拠にして自分の意見を伝えるような

追求する姿を大切にする。そのために，子どもの松江市の様子に対する問いをもとにした単元を貫

く課題を設定する。またヲ毎時間の学習で新しく分かったことやラ不思議に思ったことを視点にふ

りかえりをして，子どもの問いを次時の学習につなげていく。

第 1次では合銀ピノレから松江市の中心付近の様子を眺める。前単元の学習をいかし9 方角ごとの

町並みの様子や交通網に視点を置いてヲ比較しながら見学を行う。その後ヲ実際に見付けた特徴を

話し合う。この話し合いの中でヲ子どもたちは合銀ピルから見えなかった地域についてはどんな様

子なのかを知りたくなるだろう。そこでヲ第2次ではパスを使った町探検活動を行う。ここでは松

江市の白地図をもとに実際に見てみたい場所を自分たちで決める。その際，地形だけでなく，生活

している人々の様子にも着目しながら場所ごとの町並みの様子について予想を立てる。そうするこ

とで場所ごとの様子の違いだけでなくヲどうして違うのかという理由について考える視点をもちな

がら白地図にまとめることができる。第3次では町探検をして見付けた松江市の特徴的な場所につ

いての話し合いを行う。ここでは，前単元でとらえた附属小学校の周りの様子と比較しヲ共通点や

相違点を見付けていく。その際ラ場所の様子が共通しているところがあるのはなぜかと問いかける

ことでラ場所ごとの違いが人々の土地利用や生活に理由があることについて意識をもてるようにす

る。第4次ではラくにぴき道路ができる以前の学園の様子がわかる資料を用意し，町並みの様子の

違いとその理由についてさらに話し合いを行う。そして，時代によって人々の生活が変化すること

で場所の様子も変化することをとらえた上でラこれからの松江市の町並みについて考えていく。こ

のような学習過程を経ながら，松江市の様子と自分の生活との関わりについて気付くようにするこ

とでヲこれからの自分の生活につなげていけるようにしたいと考えた。

3 展開富十loo （金14時間〉

時

1 学校の周りより速くに見 1 

えるところはどんな様子

なのだろう。

: 2 ：松に簡YJ保市の様子を知るため 5～8 

ら：，［こ出かけよう。 SJ‘10 

具体的な学習・内容

－前単元で作った学校の周りの地図や町：探検を振り返り，お互いの生活体験を

伝え合いながら9 松江市の様子について考える。

。合銀ビルから町を眺め，付近の様子を調べる。

＠市の中心付近の様子について伝え合う。

・パスを利用し9 松江市内を町探検に行く。

。場所ごとに畏十！？十？と特徴を、白地図にまとめる。

fろご。 12 I e 学校周りの地図と

4 ；；｝：；江市土場所こと三どメし B I ・くにぴき道路ができる前と現在の学園の様子を比べながらヲ町並みの様子が

なふ？に変わって： 否n I I 違う理由について考える。
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4 J受業の5窓際（子どもの学びの様子と教師のはたら

( 1）学？の周りより遠く司えるところはどんな様子なのか調べる〈第 1時から第4時）

本単冗は9 前時に作成した附属小学校周りの地図をもとに町の様子を振り返りながらラ屋上か

らは見えなかったもっと遠くの町はどんな様子なのかを話し合うことから学習を始めた。するとヲ

「車のお店がたくさんあるところがあった。ん「田和山の近くにはお店がたくさんあってp 自分もよ

く行く 0J，「自分の家の近くにお寺がたくさんあるところがあるよ。」といったような自分の生活経

験を踏まえた意見がたくさん出てきた。一方で「あんまりわからない。」という意見も多くあった

そこでヲ子どもたちの意見をもとに「学校の周りよりもっと速くのところはどんな様子のところが

るのだろう」というめあてを設定し学習を進めていった。めあてを設定した後ヲ「どうやったら

調べることができるだろうか」と問いかけた。するとヲ子どもたちからは前単元で学校の屋上から

町を眺めたことから，「もっと高いところから眺めたら町の様子がわかるんじゃないかなJという

意見や，前単元で実際に町を歩いて調べた経験をいかしラ「パスで探検に行くとわかる。」という意

見が出た。そこでラまず初めに松江市の市街地を一望できる山陰合同銀行本社ビルの14階から町の

空予方角ごとに調べる活動を行った。以下は第3持終了後の子どものふりかえりである。

，：：，山陰合同銀行のビ川行って松江の様子を調べました。学校の屋上よりも高いから，速くまでたくさ工亙ることが
」ました。東西南北のところから見ると，それぞれ町の様子がちがうずいず恰，1,1 ;z,九円七甘み

：~＇；ti~~t＊；：：土山廿白ゐ：ユ了t；』f
竺三主竺つているだろう。もつと遠くの町や松江一巾全体の材判わからないので調ベたいです。 （児童ら）ー
この活動を行ったことでヲ松江市の市福地も方角ごとの様子に特徴があることをと三戸とが

できた。また児童Bのように「南にはラ J Rの糠路があってヲたて物がたくさんありました0 " 0 ・」

のような建物の様子と交通とを関連付けて考える姿も見られた。一方でヲ「山の向こうはどうなっ

ているのん「もっと遠くの町や松江市全体の様子はわからない」という新たな疑問も生まれてい

る。そこでさらに詳しく松江市の様子を調べるため，第 1時において意見が出ていたヲパスを利用

した町探検に向けて五晶画を立てた。

(2）松江市の操子をもっと詳しく調べるために町探検に出かける（第5時から第ma寺〉
第4時で抱いた間いを解決するためにパスを利用した

町探検を行うにあたり，松江市の地形図を見せながらヲ

どこのノレートを通って， どこの町を調べたら松江市の様

子がわかるのかを話し合わせた。地形図を見ながら考え

ることで，地形の特徴や普段の生活経験を関連付けなが

らッ同了の様子の予想を立てることができる。またヲ自

たちで探検の／レートを考えることで追求の意欲をさらに

高められると考えたからである。子どもからはラ「北の

方角は山が多そうだら見てみたい。」ぅ「日本海の近くの

町は漁師が多そう。Jといったような予想が出てき

こでヲ子どもたちの意見から探検のコースを決定

に出かけた。
一一一一一一一一一一
ポイント①浜佐田町ポイント②鹿島町ポイント③島根町

ポイント④八束日：j ポイント⑤東松江ポイント⑥東出雲町

ポイント⑦同和山周辺の町
図1：子どもたちが考えたパ

記課した白地図

図 1に示した白地図のように探検では，予想をもとに場所ごとの様子について地図記号を債つ

り，町の様子をメモし？とりしてまとめることができた。以下は探検後のふりかえりである。

JI，ートと

戸

hu
qべ
U



ぜかを考える（第13時）

面的な視点から考えられるようにするた

もとに現在と40年前を比較しながら

ら今一与、角ごとに比較した現在と40

は(4）同じ町なのにラ昔と今で違っているところがある

本時では場所ごとの様子に違いがある理由をさら

図2のように附属小学校周りの様子がわかる航空写真

話し合いを進めた。また妻美？は子どもたちが航空写真を見

年前の町の様子の特徴である。

今日はパスでラ松江のもっと広いところを見に行きました。前半に通った道は田んぼや畑，古い家が多かったですc 田ん

ぼで仕事をしてし、る人がたくさんいました。島根町は周りに泊ーが広がっていて，船がたくさんありました。ここでは新海丸

にのりました。話を聞くと近くには漁師さんがたくさん住んでいることもわかりました。そのあとは東松江に行きました。

ここは工場がたくさんありました。後半のパス探検では東出雲に行きました。東出雲の公園の近くには畑がたくさんありま

したc それからここは新しい家や大きなお店がたくさん建っていていました。だから広い道路もたくさんあってヲ車がたく

さん通っていました。パス探検をしてみると，田んぼや畑が多く司自然が広がっているところとヲお店や家が集まっている

ところがあることがわかりました。また，考えていきたいです。 （児童C)

実際に町の様子を自分の屈で確かめる町探検をしたことでラ町の様子を理解するだけでなくヲ

「前半に通った道は田んぼや畑，古い家が多かったです。田んぼで仕事をして1ハる人がたくさんい

のように？児童Cはそこで生活する人の様子にuついても気づくことができている。ま

「家やお店がたくさん建っていました。だから広い道路もたくさんあって，車がたくさん通ってい

ました。」というように場所の様子の特徴と人の生活が関係していると考えていることもうかがえ

る。場所の様子の特徴と人の生活を関連付けて自分なりの意味づけをすることは，本単元で目指す

社会的な見方 e 考え方の一つである。また9 以下は第四時のパスを利用した探検から松江市の場所

との様子の特徴を臼地図にまとめた際の子どものふりかえりである。

ました」

コ
に子どもが気付いた附属小学校の東西の様子の特機

附属小より東側（学園）

• i町の様子が変わっている。

。昔は回んぼのところが今がお店や家になっている。
町の様子

（西側）と町の様子が

っているところ（東側）があるこ

とについて整理できた。その後，「ど

ろう」と問いかけたが9 なか

かった。そこで，子ども

ちの問いをもとに「どうして昔と

で同じところと違うところがあるの

というめあてを提示した後，話

ていった。その話し合い

とおりである。話し合いの中では道路に着目し

jくようにラ子ーどもにはたらきかけた。

ける変化に気付くことができると考えたからで

現在の東側の学園は道路の幅が広がっていたり，

また西側の大輪町は道路の場所や幅も

「道路ができることは9 その道路を必要とする

T '6のように子どもの意見を掘り下げるように

とを関連村村て考える子ども

Tl ：昔と今で同じところと透っているところがあるのはなぜだろう《
児童量F：昔のほうは田んぼと家を分けていた。 一
児童G：道路は昔も今もある。

T2 ：プリントを二vつ折りにしてみよう。どうですか。

児童日：家がたくさんあるところは道路がよく見える。

T3 ；道監主直立主主主主銀主並立込jy_,
児童 I：今ある道は昔は細くて大きくなL。

児童J：昔は田んぼがあって別のところもある。

T4 ：直盟はC道民巨L主盤主型ど主主主~' 
児童K:40年前と同じで道が同じところにあio
児童L；西側では道の大きさや場所が問じだ。
T5 

児童M ：それを必要とする人がいるから。

T6 ；主企主ム主主主庄三旦主主主守ム
児童N ；お店に行く人や（家から）速いところに行く人

児童0 ：東側は人が住んだり 9 物を売ったりするところになったんだ。
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2のように現在と過去の町の様子

ることで9 町の様子が変わっ

ていなし、ところ

して

」手、

今日は9 自分でまとめた地図に色をぬっていきました。気づいたことは①ヲ②ポイントは田んぼや畑など自然が多いこと，

⑥ヲ⑦ポイントは車がたくさん通っていてラお店や家がたくさんあることがにでいました。松江には町の様子がにていると

ころとちがうところが忘ることがわかりました。でもどうしてなのだろう。 （児童 D)

子どもたちはパス探検で発見したことを白地図に色分けしていくことで、町の様子の特徴がわかっ

その過程で「どうして町の様子が似ているところと遣うところがあるのか」という新たな間い

をもった。そこで，「どうしてそれぞれの町の様子が違うのだろうJという新たな追求意欲をもと

にラ第11時からはその間いについて話し合いを進めていった。

(3）なぜ場所ごとの様子！こ違いがあるのかを話し合う（第11時。第n時）

・ 12時では，場所ごとの様子が違う理由を考えるため，日了の様子が特徴的である第 1のポイ

（浜佐田町）と第3のポイント（島根町）を題材に話し合いを行った。話し合いでは9 地形を

もとにして町の様子が違う理由を考えることができるよう各ポイントの航空写真を提示した。航空

写真を活用することでヲ授業中の児童の発言では「浜佐田町は）けもあるし，平らな土地が広がって

いるから田んぼが多七米作りをしている」，「島根町は周りを海で囲まれているから，漁をするた

めに船があるし港が多い」というような地形的な条件と関連付けて説明する姿が見られた。

後ヲ町の様子が似ている第6のポイント（東出雲町）＇第 7のポイント（田和山周辺）

同様に話し合った。以下は第12時の学び合い後のふりかえりである。
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今日ヲどうして国Tの様子がちがうのか話し合いました。ぼくは最初考えてみたらぜんぜんわかりませんでした。でもa み

んなの発表を聞いているとヲだんだんわかってきました。ぼくは同の様子のちがいには理由があるということがわかりまし

た。①～②のポイントは山が多く自然が広がっていてヲ川もあるし土や水がいいから日んぼや畑がっくりやすいんじゃない

かと患います。③のポイントは海が近いから？誌があうてう漁師さんが多いのだと思います。それから⑤のポイントは工場が

多かったけれど，船で運んだり， トラックで運んだりするからかなと思いました。⑤9 ⑦ポイントは附属小学校の周りの様

子ととてもにてます。山も少なくフ松江市の中心だから叫人も多くて家やお）苫が11；がっているんだと思います。でも（⑤と

⑦のポイントは）まだほかの理由もあるかもしれないから考えたし、です。 （児童 E)

よ戸 Jア，＇，；－＇一 l 
Jイ」火、7畠ご

りかえりである。

1ん＿；；： ;~ J ：~＂：ー竹同じにろとらがうところがあるのはなぜ九戸三ゴ孟示品山！~i三石川二ムFさ
: 川 ：！こぺ！？？？閉がそのままだうたり＇ Jr[が明も変わっていま・ti:/uでした。でもラ東側はちがうずいて包育問i
! ,. ~：二二千ぷし七かボやお店千円つっていて？道路もたくさんできていました。副主通れる道路があるのはラ通＇'FT＇っかう
I ;~"'; ＇.，－ナト仕事に行〈人カ岨で行〈ためにつかうから切です。道路が多いと交通量が増えるし，便利になるからお店竹：
l一二三二二三Tcど思います。わたしはこれからも町はかわると思いま官。 （児堂P)
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ヨしながら過去と現在の町の様子を比転することで，子どもたbは土地利用の違いは注路や交通，

ノ人々の生汚とかった社企的な条件が閣係していることにも！？：村くことができた。また児童Pは「こ

れからも町はかわ:st:思うJ と1:＼うようにラと九からの松江市の未来の土地利用にむいても意識

p'i"iけることができ

(5）松江市でιれ告ら町の様子が費ねりそうなところを考えて伝え合う。〈露何時 e 第鳴4a寺）
土地利用の違い守変化が地3f:::8trな条件や社会的な条件伊関係しているという子ども売ちの気付き

をいかし，だんだん道路の開通を一つの視点として松江市でこれかち町の様子が変わりそうなとと

ろを考えた。以下は話し合いで出た子どもたちのま見である。これまでの学習で町の犠子tr関係す

る地形的な条件や社会的な条件を踏まえた意見を多く見ることができた。

ICだんだん道路ができたことで交通量が貯えるからヲ本/_fや持団のあたりに家やお告が増えると思う ι I 
l二同日！IJ周辺は交通法が増えて人が集まぶからうもっとお店が噂えると思う。 ｜ 

｜仁琵島町法万三い土地が広がっているからフ今後は畑だけでなくちっと家ができると思う。 i 

5 おわりに

(1）単完全体め構成・体験活重誌につレて

本実践は，地形的な条件や社会的な条件叱春日じながらフ松江市の特色や違い，その理虫につか

て考える姿を日指し学習を進めていった。具体的事実カ、ら自分なりの意味付ゆをする活動を通し

て，社会の見方・考え方を養う党めヲ今回は山陰合同銀行本社ピ｝］／0)見学やベスを使った町探検を

単元の構成に入れた。このような体験活動を繰り返Lノ行ったことでう自分たらで調べる方法や計画

を話し会いっ子どもが主体的に追求？きる活動になった。教師が設定しためあてではなく、子ども

の問いから次時のめあてがうまれ今課題解決する学奮を通νてま？と炊の問いがうまれるといコ7ヒサ

イグ／レで学習を進めることができたことはヲ子どもの追求が続く要因であった。またヲパスを使、っ

た町採較では9 実際に町の様子を自で見ることで写王宮、ではわかりない地形の様子や交通の様子主を知

るととができた。そして，人に也会うことでラ 'IIJで、生活する人の様！とについて‘も気付き，町の様子

と社会的条件どの同連についても考えるととができた。小学君主i三生とレう発達段階において百主要体

股がもたらす気付きゃ学がはとても大さい。そして荒付きや学びがj曽えるほど，手どもの主体的な

迫不が高生札教~i；；がねらう単元ゎ目標にもさらに迫ることができると考える。 九：方でC i哀うれ

時間のlhで見学や体；後活動をどのように位歪づけるのかについてはきらに考える必要がある。今回

のパスを｛吏った町探検では教師が名問jにおいて気村かせたい特徴をもってif¥t：が，場所によっては

その気付きが需〈なるととも去った。事前の指導ーだけでなぐ，例えばそお場において「3':::1邑につい

て気付くことはあるかJ, 土いうような視点をしぼ切ったはた色きかけが必要であったど考えている。

(2）学む合いの場面でのはたらさか！？？資料の利用につい

第，13時では可間の様子を比較するために航空写真を使L、現在と過去在日1鞍Lft。資料として債コ

た41年前の航空写真は？現在の町の桜子をtnつでし＼る子ど1らえらにとってう；三外性があり J あっと

くものであった。その追いにJういて理rtそ考えていっ穴」とは準元のおらし、に古るととができた

1tけ℃なく 子ど私 t,~， ちの主体的な追求にもつながてj jたといえる。一方でB 今日開ープロジェケグー

を判用し七航空写真を提fーしたが 子ど毛たちにヒつでは比較しにくいもιだった。杭大写真や白

地図7／どヲ書き込みが℃きるちの匂子どもが簡単によどべられるような資枠や提示の方？去っ検討が能

癌である。またラ今回はこ手ともの問Lノ1をもと』と学習（））；つあてを設定したが， Zつ心力l可牲をもっ

学習内容となり r 子どものをえが拡散したっ一子どもの追求や発言を大切にしながらも，名「羊元，毎

時間の授業でむ、ら：）：主会主iとしての江らいにいかにうなげて学習を進めζ，のか，今後もま践を重ね

て三すえていきたい。 （文責藤原 良平）

日む
り
J




